
2022年度の活動

関東地区大学ボランティアセンター
ネットワーク



〈参加〉
・青山学院大学
・神田外語大学
・聖学院大学
・成蹊大学

・明星大学
・立教大学
・立正大学
・個人（中央大開澤）

事務局：東京ボランティア・市民活動センター

■設立経緯・趣旨説明
■東京ボランティア・市民活動センター所長挨拶
■規約（案）の確認・承認
■年間計画（案）の確認・承認
■運営担当の確認・承認
■年間テーマの設定・承認
■次回日程調整

設立総会（2022.05.20）

＠東京ボランティア・市民活動センター

• 名称を「関東地区大学ボランティアコーディネーター研究会」から
「関東地区大学ボランティアセンターネットワーク」とする。
それに伴い一部規約変更。運営担当大学→運営担当。

• 運営担当は準備にあたっていた5名の立候補により決定。今後は、毎
年少しずつメンバーを変えながら進める。

• 年間テーマは「アフターコロナに向けた支援のあり方」

決定事項



第一回研究会 （2022.09.02）

＠立教大学ボランティアセンター

■立教大学ボランティアセンターの見学

■研究会開始
・年間テーマについての共有・グループ分け
・グループに分かれて情報共有・意見交換

・全体共有

■次回研究会（活動連絡会）に向けた意見出し

■今後のスケジュール共有・事務連絡

Aグループ：ボラセン主催の講座・イベントについての工夫
(オンライン・ハイブリッド含む)

Bグループ：学生主体の支援として団体の活動(活性化・引き継ぎ)への介入について

Cグループ：学生の相談・ボランティア紹介についての工夫
〈参加〉

・青山学院大学
・神田外語大学
・聖学院大学
・成蹊大学

・明星大学
・立教大学
・立正大学
・個人（中央大開澤）

事務局：東京ボランティア・市民活動センター



※第二回研究会 （2022.12.03）
＠東京ボランティア・市民活動センター＆オンライン

■第一部
・開会挨拶
・情報提供（東京都生活文化局）
・基調講演
「今どきの若者像とボランティア、サークルや学生団体の変化」
妻鹿ふみ子先生 (東海大学健康学部健康マネジメント学科教授)

・事例報告
菅沼彰宏さん (明治学院大学ボランティアセンターボランティアコーディネーター)

■グループでの情報交換
「課題に対するヒントや解決策をそれぞれの実践の場にもって帰ろう!」
①ごちゃまぜグループで課題共有
②大学・社協グループ、学生グループに分かれて課題の解決策を共有

■全体共有・まとめ

〈参加〉
・青山学院大学
・神田外語大学
・淑徳大学
・聖学院大学

・成蹊大学
・明星大学
・立教大学
・個人（中央大開澤）

事務局：東京ボランティア・市民活動センター

大学・短大等における学生ボランティア支援連絡会
～アフターコロナでの若者・学生団体の行動変容と支援のあり方とは～



第三回研究会 （2023.03.03）

〈参加〉
・青山学院大学
・神田外語大学
・淑徳大学
・聖学院大学
・成蹊大学

・高崎健康福祉大学
・明星大学
・立教大学
・立正大学
・個人（中央大開澤）

＠青山学院大学シビックエンゲージメントセンター

事務局：東京ボランティア・市民活動センター

■青山学院大学シビックエンゲージメントセンターの見学

■研究会開始
・年間テーマに関する取組み報告
①「アフターコロナに向けた支援のあり方について」
田中貴子さん（成蹊大学ボランティア支援センター）

②「神田外語大学における海外ボランティア再開に向けての取組」
角田愛子さん（神田外語大学ボランティアセンター）

■ 2022年度の振り返り

■ 2023年度の年間テーマについて

■ 2023年度の運営体制について



年間テーマ「アフターコロナに向けた支援のあり方」

学生の相談
ボランティア紹介

の工夫

ボラセン主催の講座
イベントについての工夫

(オンライン・ハイブリッド含む)

学生主体の支援としての
団体の活動(活性化・引き継ぎ)への介入

アフターコロナでの若者・学生団体の行動変容と支援のあり方
＝学生団体に対する適切な支援（ボランティアコーディネーターの介入）とは？


